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２．地区の災害特性及び防災対策の方向性の補足（香澄小学校区） 

 １）地区内の人口状況：平成 25 年との比較 

   ◆市総人口：161.047 人/H25 年 ⇒ 175.065 人/R5 年 【14.018 人増】 

    H25 年 3 月 R5 年 3 月 備考 

地区全体 6,607 人 ⇒ 6,495 人 ★112 人の減少 

0歳～ 9歳 
926 人 14.0％ 580 人 8.9％ 

364 人 

●全体としての人口

は減少、65 歳以上の

人口が増加 

 

●65 歳以上の人口数

対生産年齢人口数比 

★1 人対 2.1 人 

10 歳～14歳 216 人 

15 歳～19歳 

4,344 人 65.7％ 3,994 人 61.5％ 

633 人 

20 歳～29歳 717 人 

30 歳～59歳 2,271 人 

60 歳～64歳 373 人 

65 歳～69歳 

1,337 人 20.2％ 1,921 人 29.6％ 

373 人 

70 歳～79歳 985 人 

80 歳以上 563 人 

 

２）丁目ごとの標高 

 ◆香澄 

丁目 最高 場 所 最低 場 所 高低差 

１丁目 4.4m 2 番 7 号付近の道路 3.4m 2 番 1 号付近の道路 1.0m 

２丁目 4.2m 3 番空き地 3.3m 4 番 28 号付近の道路 0.9m 

３丁目 6.4m 18 番習志野の森広場 3.5m 1 番 3 号付近の道路 2.9m 

４丁目 4.3m 4 番香澄近隣公園 3.3m 2 番 1 号付近の道路 1.0m 

５丁目 7.4m 16 番香澄公園ﾋﾟｸﾆｯｸの丘 3.6m 2 番 5 号付近の道路 3.8m 

６丁目 4.7m 17 番習志野の草原 3.7m 2 番 13 号付近の道路 1.0m 

◆芝園 

丁目 最高 場 所 最低 場 所 高低差 

１丁目 7.4m 3 番芝園公園 3.2m 3 番ﾜｵﾀｳﾝ幕張入口 4.2m 

２丁目 5.8m 1 番 1 号千葉工大野球場 3.4m 4 番 42 号付近の道路 2.4m 

３丁目 4.9m 1 番海浜公園 3.6m 3 番津田沼浄化ｾﾝﾀｰ 1.3m 

 ※国土地理院地図データから職員が手作業により、検索しているため、多少のズレ有 

 

 ３）丁目ごとの災害特性：全壊・半壊棟数＝千葉県北西部直下地震想定時 

丁 目 
揺れ 液状化 河川氾 

濫浸水 

内水氾 

濫浸水 

高潮 

浸水 

土砂 

災害 全壊 半壊 全半壊 

香澄１丁目 0 棟 1 棟 0 棟 32 棟 0 棟 32 棟 なし 

香澄２丁目 9 棟 29 棟 2 棟 308 棟 13 棟 309棟 なし 

香澄３丁目 10 棟 32 棟 3 棟 289 棟 0 棟 305棟 なし 

香澄４丁目 0 棟 1 棟 0 棟 28 棟 0 棟 28 棟 なし 

香澄５丁目 13 棟 40 棟 3 棟 314 棟 0 棟 321棟 なし 

香澄６丁目 12 棟 34 棟 2 棟 252 棟 0 棟 253棟 なし 

芝園１丁目 1 棟 2 棟 0 棟 2 棟 0 棟 29 棟 なし 

芝園２丁目 1 棟 4 棟 1 棟 4 棟 0 棟 69 棟 なし 

芝園３丁目 0 棟 0 棟 0 棟 0 棟 0 棟 4 棟 なし 
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 ４）住民の視点から見た地区の災害特性：H25 年ワークショップ 

連番 区 分 意見等内容 

１ 液状化 

◆香澄 3 丁目では、液状化による砂水の噴き出しは決まった場 

所に集中しており、東日本大震災の際にはライン状に発生して 

いた。 

２ 交 通 

◆液状化によって道路に段差が生じるとともに、路上駐車する 

車の影響によって車の通行が困難になり、交通マヒが発生する。 

◆災害時には香澄 2丁目から袖ケ浦の方への移動が困難になる 

ことが予想され、避難行動の際に影響がでる。 

３ 建物被害 
◆住宅地内にある塀や電柱について、倒壊・傾斜等の被害が発 

生するおそれがある。 

４ トイレ対策 
◆下水道被害によりトイレの確保が必要となるが、仮設トイレ 

の設置場所が不足している。 

 

 

 ５）住民の視点から見た防災対策の方向性：H25 年ワークショップ 

連番 区 分 意見等内容 

１ 津 波 
◆想定している津波の程度（習志野市には影響がない）につい 

て、住民へ分かりやすく情報開示する。 

２ 
避難所・ 

避難場所 

◆一時的な避難場所または駐車場として活用するため、公園（お 

山公園・くじら公園・ふれあい公園等）を早期に開放する。 

◆市外から来る避難者も想定し、災害時の避難施設の確保を検 

討する。 

◆これまでは避難所・避難場所の違いやそれぞれの役割が不明 

確であったので、これらを分かりやすく住民に周知・啓発する。 

３ トイレ対策 
◆下水道が不通となった場合を想定したトイレ対策として、ト 

イレシートや簡易トイレの準備を進める。 

 

 


